
ｚ
倒
日
四
目
冨
冒
画
Ｃ
Ｏ
胃
目
は
、
十
二
世
紀
頃
、
南
イ
ン
ド
の
カ

ー
ン
チ
プ
ラ
及
び
セ
イ
ロ
ン
島
の
ム
ー
ラ
ソ
ー
マ
寺
に
住
ん
だ
と

い
う
シ
ロ
ロ
目
＆
目
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
篇

総
計
一
八
五
五
の
偶
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
殆
ん
ど
が
ぐ
幽
詐
四
の
型

式
で
あ
り
、
十
三
章
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
註
釈
害
と
し
て
は
、

十
二
世
紀
末
の
セ
イ
ロ
ン
の
ご
曽
爾
、
胃
四
の
ｚ
倒
目
胃
弓
眉
胃
旨
‐

目
＆
昌
烏
画
と
、
の
口
目
：
唱
冒
に
よ
る
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

著
者
の
ど
〕
日
ロ
＆
ず
秒
は
、
ｚ
日
ご
四
目
冨
冨
凰
○
目
①
目
の
他
に

シ
ご
匡
旦
丘
色
目
目
鼻
昏
閉
自
彊
彦
國
〕
勺
閏
自
己
鼻
昏
四
ぐ
甘
言
呂
騨
昌
四
及

び
ど
旨
目
＆
菌
の
鼻
餌
冨
を
著
し
た
と
さ
れ
る
・
こ
の
う
ち
シ
ヴ
宮
‐

ｚ
四
目
閏
〔
乞
四
壱
四
国
月
彦
①
竺
竺
名
色
差
別
誼

Ｉ
第
三
の
差
別
Ｉ

序

ロ
ゴ
四
日
目
目
昏
鵠
凰
盟
丘
四
は
、
ｚ
凶
日
胃
弓
名
閏
旨
呂
①
§
を
も
と

に
し
た
と
考
え
ら
れ
、
両
者
は
内
容
的
に
は
共
通
し
て
い
る
。
前

者
は
散
文
に
よ
っ
て
単
に
項
目
を
列
挙
し
、
偶
に
よ
っ
て
項
目
数

の
ま
と
め
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
後
者
は
偶
の
み
で
語
源
解

釈
や
比
嶮
等
で
説
明
し
て
い
る
。
ｚ
倒
目
塑
昌
冨
冨
且
。
ｇ
の
目
は
、

未
だ
に
翻
訳
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
南
伝
阿
毘
達
磨
の
集
約
た
る

劃
呂
目
巨
自
侭
彊
等
よ
り
も
更
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｐ
‐

ず
亘
口
面
四
目
目
鼻
昏
沙
の
自
彊
目
の
註
釈
害
シ
ヴ
宮
色
目
目
目
騨
芹
冒
‐

く
ぎ
目
く
酔
昌
も
少
な
か
ら
ず
こ
の
書
を
参
照
し
て
お
り
、
後
世
の

南
伝
阿
毘
達
磨
の
研
究
に
は
欠
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
「
摂
不
善
（
不
善
の
あ
つ
ま
り
）
」
「
摂
雑
（
善
・
不

善
・
無
記
の
混
合
の
あ
つ
ま
り
）
」
「
摂
菩
提
分
（
さ
と
り
の
た
め
の
項

目
の
あ
つ
ま
り
）
」
を
内
容
と
す
る
第
三
章
を
取
り
扱
う
。
こ
れ
は

柏
原
信
行
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ど
貝
己
冒
冒
目
四
茸
胃
屋
呂
噌
冒
の
第
七
章
に
相
当
す
る
が
、
教
義

項
目
の
体
系
づ
け
を
主
眼
と
す
る
シ
ゥ
ロ
ａ
目
日
日
目
目
四
囲
侭
呂
四

と
は
異
な
り
、
特
に
心
・
心
所
と
い
う
点
に
注
目
し
て
捉
え
、
そ

れ
ら
の
机
応
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
な
お
く
涜
且
‐

Ｑ
巨
目
侭
盟
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
摂
（
あ
つ
ま
り
）
」
を
独
立
し
て

扱
う
の
で
は
な
く
常
に
修
道
に
つ
い
て
の
解
説
の
中
で
取
り
扱
っ

て
い
る
。

ｚ
倒
日
四
目
冨
冨
且
。
目
①
目
は
］
団
目
の
岳
届
ｌ
医
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
他
、
セ
イ
ロ
ン
版
や
ビ
ル
マ
第
六
結
集
版
な
ど
が
あ
り
、

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
三
本
を
対
照
し
た
。
尚
、
各
末
尾
の
括

弧
内
の
数
字
は
、
句
目
の
版
及
び
セ
イ
ロ
ン
版
で
の
偶
の
番
号
で

あ
る
。
ビ
ル
マ
版
は
面
目
の
版
。
セ
イ
ロ
ン
版
で
の
第
一
一
四
偶

Ａ
、
Ｂ
を
二
四
、
二
五
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
為
、
一
番
ず

つ
ず
れ
て
い
る
。

出
来
る
だ
け
偶
に
忠
実
に
な
ら
し
め
る
た
め
直
訳
の
体
裁
を
と

っ
た
が
、
邦
訳
上
小
節
の
順
序
を
入
れ
換
え
た
場
合
も
あ
る
。
尚
、

小
節
の
切
れ
目
に
句
読
点
を
置
き
、
一
語
が
ま
た
が
る
場
合
は
、

ｌ
と
し
た
。

尚
お
、
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
女
木
現
順
先
生
の
御
指

導
と
桜
部
建
先
生
の
御
助
言
を
賜
っ
た
。

種
類
（
ｇ
①
§
）
の
区
別
（
冒
冒
。
§
）
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
で

あ
り
、
次
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
「
摂
（
あ
つ
ま
り
）
」
を
、
「
自

性
（
ｍ
四
冒
習
Ｐ
本
来
の
性
質
）
」
と
「
義
（
鼻
昏
騨
意
味
）
」
を
区
別
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
後
私
は
説
こ
う
。
〔
一
二
二
〕

実
に
無
類
の
慧
を
具
え
、
所
依
（
ぐ
鼻
昏
ロ
）
を
遠
離
さ
れ
た
師
は
、

同
類
の
も
の
と
し
て
集
め
て
、
具
眼
者
（
と
し
て
）
法
を
説
か
れ
た
。

〔
一
一
一
二
一
〕

｜
執
取
悪
見
は
執
着
の
義
に
よ
り
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
性
と
し

て
は
、
他
を
（
噌
国
日
）
執
取
す
る
⑧
日
閉
昌
）
と
い
う
の
で
、
こ

の
一
つ
は
執
取
（
冨
働
冒
爵
四
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
〔
一
二
四
〕

四
漏
煩
悩
の
不
浄
と
し
て
の
あ
り
方
で
は
↑
傷
口
か
ら
の
膿

（
農
出
く
妙
）
の
汁
の
よ
う
に
、
相
続
（
ぬ
自
画
目
）
を
汚
し
て
（
巴
目
宮
ロ
ー

菌
）
、
流
れ
る
（
“
勢
ご
伊
ロ
は
）
と
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
〔
一
二
五
〕

欲
愛
。
有
愛
、
悪
見
・
無
明
と
い
う
漏
（
尉
騨
ぐ
ゅ
）
は
、
漏
と
い

う
義
か
ら
は
四
で
あ
り
、
自
性
か
ら
は
三
つ
の
法
で
あ
る
。
〔
一
二

一
、
ユ

ニ
ノ
」

四
暴
流
ま
た
同
じ
こ
れ
ら
は
暴
流
（
・
四
国
）
で
も
あ
る
と
言
わ

第
三
の
差
別

一

戸、

、皇



れ
、
門
と
所
縁
と
に
運
ぶ
も
の
で
あ
り
、
蓋
い
か
ぶ
さ
っ
て
破
滅

へ
と
、
生
類
令
目
旨
）
を
運
び
去
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
〔
二
一
七
〕

四
範
ま
た
同
じ
こ
れ
ら
は
軌
．
（
冒
盟
）
で
も
あ
る
と
言
わ
れ
、

生
類
を
有
の
鉤
に
、
門
と
所
縁
と
に
束
縛
し
、
拘
置
し
或
い
は
結

び
つ
け
る
。
〔
一
二
八
〕

四
取
っ
た
が
大
木
に
（
か
ら
み
つ
く
）
よ
う
に
、
相
続
を
し
っ

か
り
捉
え
、
蛇
が
蛙
を
（
捕
え
る
）
よ
う
に
、
堅
固
に
所
縁
を
捕

え
る
。
〔
一
二
九
〕

欲
愛
と
（
悪
）
見
が
、
四
種
の
取
（
屋
目
３
９
）
で
あ
り
、
（
悪
）

見
は
見
（
取
）
・
戒
禁
（
取
）
、
我
語
（
取
）
に
分
け
ら
れ
る
。
〔
一

三
○
〕

四
身
鑿
（
名
）
身
と
（
色
）
身
を
繋
ぎ
、
逃
れ
難
い
よ
う
に
巻

き
つ
く
も
の
が
、
身
繋
（
圃
冒
‐
鴨
ロ
９
画
）
で
あ
る
と
説
か
れ
、
負

欲
・
瞑
志
・
見
で
あ
り
、
〔
一
三
一
〕

戒
禁
取
、
此
諦
住
著
、
と
い
う
よ
う
に
見
が
分
け
ら
れ
、
同
様

に
ま
た
四
種
で
あ
る
。
〔
一
三
二
〕

六
蓋
出
離
を
妨
げ
、
修
習
を
障
碍
し
、
相
続
（
曽
旨
３
口
秒
）
を
卵

の
殻
の
よ
う
に
、
包
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
の
、
〔
一
三
三
〕

欲
負
と
順
志
、
憎
沈
睡
眠
と
疑
、
無
明
・
悪
作
、
と
い
う
の
が

蓋
（
日
く
胃
眉
圏
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
〔
一
三
四
〕

七
随
眠
強
く
取
り
つ
い
て
、
潜
入
し
て
働
く
も
の
で
あ
り
、
持

病
の
よ
う
に
相
続
を
、
随
眠
す
る
（
色
目
、
。
旨
ｓ
と
言
わ
れ
る
と
こ

ろ
の
、
〔
一
三
五
〕

欲
負
・
有
負
、
瞑
志
・
慢
・
見
、
疑
・
無
明
と
い
う
七
つ
こ
そ
が
、

六
つ
の
随
眠
（
四
口
口
の
昌
餌
）
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
〔
一
三
六
〕

十
結
門
と
所
縁
と
へ
の
束
縛
と
し
て
、
生
類
の
有
の
（
輪
廻

の
）
輪
に
於
け
る
、
結
（
闇
骨
冒
茜
目
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
↑
罠
が

烏
を
（
捕
え
る
）
の
よ
う
に
で
あ
っ
て
、
〔
一
三
七
〕

欲
・
色
・
無
色
（
界
そ
れ
ぞ
れ
）
の
負
（
と
）
、
順
・
痴
・
疑
、
見
、

戒
禁
・
慢
が
、
棹
挙
と
共
に
十
と
な
る
の
で
あ
る
。
〔
一
三
八
〕

色
・
無
色
の
負
・
棹
挙
を
、
論
で
は
除
い
て
、
有
貧
。
嫉
。
樫

を
、
加
え
て
十
と
な
る
の
で
あ
る
。
〔
一
三
九
〕

十
煩
悩
相
続
を
雑
染
（
“
凰
匡
①
ぃ
昌
自
ら
し
、
生
類
を
悩
害
し
、

倶
生
を
染
汚
す
る
（
Ｅ
①
“
の
国
威
）
と
い
う
の
が
、
煩
悩
（
目
の
、
四
）
で
あ

る
と
説
か
れ
、
〔
一
四
○
〕

負
と
順
と
痴
と
、
見
と
慢
と
疑
と
、
惜
沈
・
無
剛
・
無
塊
が
、

棹
挙
と
共
に
十
な
の
で
あ
る
。
〔
一
四
一
〕

こ
こ
で
九
に
摂
せ
ら
れ
る
の
は
、
見
・
負
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
七
に
摂
せ
ら
れ
る
の
は
無
明
で
あ
り
、
順
は
五
に
摂

せ
ら
れ
、
〔
一
四
二
〕

四
に
摂
せ
ら
れ
る
の
は
疑
で
あ
り
、
慢
と
棹
挙
は
三
に
摂
せ
ら

れ
、
二
に
摂
せ
ら
れ
る
の
は
悟
沈
で
あ
り
、
悪
作
は
一
に
摂
せ
ら
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れ
る
。
〔
一
四
三
〕

睡
眠
・
無
働
・
無
槐
、
嫉
・
樫
も
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う

に
十
種
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
悪
（
日
冨
冨
）
の
み
に
於

け
る
「
摂
（
あ
つ
ま
り
）
」
は
、
〔
一
四
四
〕

取
と
漏
と
暴
流
、
軌
と
取
、
繋
、
蓋
・
随
眠
、
結
・
煩
悩
で
あ

る
。
〔
一
四
五
〕

群
と
し
て
は
十
四
で
あ
る
が
、
区
別
す
れ
ば
五
十
七
で
あ
り
、

如
法
に
従
っ
て
、
心
生
起
に
適
用
さ
れ
よ
う
。
〔
一
四
六
〕

こ
れ
と
は
別
に
、
非
取
等
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
摂
が
あ
り
、

心
・
心
所
・
色
、
浬
盤
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
よ
う
。
〔
一
四
七
〕

と
い
う
よ
う
に
諸
の
不
善
法
を
知
っ
た
ら
、
次
の
摂
は
、
「
雑

（
善
・
不
善
・
無
記
の
混
合
）
」
と
い
う
の
で
あ
る
と
識
る
べ
き
で
あ

る
。
（
心
）
生
起
に
従
え
ば
、
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
〔
一
四
八
〕

六
因
負
と
順
と
痴
と
は
、
専
ら
不
善
の
三
で
あ
り
、
無
負
と
無

瞑
と
無
痴
は
、
同
じ
よ
う
に
し
て
善
・
無
記
で
あ
る
。
〔
一
四
九
〕

ま
さ
に
樹
の
根
の
（
よ
う
な
）
、
堅
固
な
あ
り
方
と
し
て
、
諸

法
の
根
と
し
て
の
あ
り
方
と
し
て
、
（
こ
れ
ら
が
）
六
つ
の
因

（
胃
目
）
法
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
〔
一
五
○
〕

七
禅
支
尋
と
伺
と
、
喜
（
回
ｇ
と
同
じ
く
一
境
性
と
、
喜
（
⑳
。
‐

日
少
目
凹
め
＄
）
・
憂
、
捨
と
い
う
諸
受
は
、
〔
一
五
一
〕

集
中
し
て
思
念
す
る
こ
と
で
あ
り
、
思
念
（
且
言
目
騨
）
の
義
に

よ
っ
て
、
七
つ
の
禅
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
基
（
く
騨
茸
言
）
の
自
性

か
ら
は
五
つ
で
あ
る
。
〔
一
五
二
〕

十
二
道
支
正
見
と
（
正
）
思
惟
と
、
（
正
）
精
進
・
三
離
（
正
語

・
正
業
・
正
命
）
、
正
念
と
定
と
、
邪
見
と
が
存
在
し
、
〔
一
五
三
〕

正
し
く
（
或
い
は
）
邪
ま
に
導
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
導
く
と

い
う
義
に
よ
っ
て
、
道
支
は
十
二
と
説
か
れ
、
自
性
か
ら
は
九
法

で
あ
る
。
〔
一
五
四
〕

四
食
自
体
（
凹
斥
号
目
司
四
）
を
転
起
す
る
も
の
で
あ
り
、
食
素

（
を
）
第
八
（
と
す
る
色
）
．
（
三
）
受
、
結
生
（
冨
爵
四
目
ｇ
・

名
色
を
、
次
第
の
如
く
運
ぶ
も
の
で
あ
る
。
〔
一
五
五
〕

段
食
（
冨
冨
冒
圃
国
習
腎
四
）
、
同
じ
く
触
・
恩
、
識
と
い
う
四

つ
が
、
食
（
：
胃
秒
）
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
〔
一
五
六
〕

二
十
二
根
倶
生
の
諸
法
の
、
根
の
義
に
よ
っ
て
、
自
己
の
主
宰

者
の
義
に
よ
っ
て
、
同
様
に
随
転
さ
せ
る
も
の
（
巴
旨
く
目
前
冒
圃
）

で
あ
り
、
〔
一
五
七
〕

信
と
念
と
慧
と
、
精
進
と
ま
た
一
境
性
と
、
諸
受
・
命
・
心
と
、

八
つ
の
色
根
で
あ
り
、
〔
一
五
八
〕

た
だ
し
命
を
一
と
し
て
、
受
を
楽
・
苦
、
喜
・
憂
、
捨
に
区
別

し
、
〔
一
五
九
〕

慧
等
の
道
に
於
て
は
未
知
ｌ
当
知
根
が
あ
る
の
で
あ
り
、
中
間

で
は
已
知
（
根
）
、
終
に
は
同
じ
く
具
知
（
根
）
が
あ
っ
て
、
〔
一
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〔
一
一
ハ
ー
〕

九
力
堅
固
に
住
著
し
た
（
且
巨
拝
巨
冨
）
相
続
は
、
敵
対
者
に
は

動
か
さ
れ
ず
、
力
が
あ
る
と
い
う
自
性
に
よ
っ
て
、
力
（
冨
冨
）
法

は
説
明
さ
れ
、
〔
一
六
二
〕

信
・
念
・
漸
・
槐
、
同
じ
く
精
進
・
一
境
性
、
慧
・
無
断
・
無

側
、
と
い
う
こ
の
よ
う
に
九
種
が
考
え
ら
れ
た
。
〔
一
六
三
〕

四
増
上
最
勝
の
も
の
を
先
と
す
る
と
い
う
義
で
、
福
・
非
福
の

転
起
の
場
合
の
、
増
上
縁
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
倶
生
に
つ
い

て
適
宜
に
、
〔
一
六
四
〕

四
増
上
（
且
言
冨
戴
）
と
言
わ
れ
、
自
性
か
ら
は
支
配
で
あ
り
、

欲
と
心
と
精
進
と
～
観
と
い
う
よ
う
に
か
く
の
如
き
で
あ
る
。

〔
一
六
五
〕

五
に
摂
せ
ら
れ
る
の
は
慧
で
あ
り
、
精
進
・
一
境
性
．
ま
た
、

心
は
四
に
摂
せ
ら
れ
↑
ま
た
念
は
三
に
摂
せ
ら
れ
る
。
〔
一
六
六
〕

思
惟
・
受
・
信
は
、
三
に
摂
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
残
り
は

一
つ
ず
つ
に
摂
せ
ら
れ
て
、
二
十
八
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
以
上

こ
の
よ
う
に
七
種
の
区
別
が
あ
り
、
「
摂
雑
（
善
・
不
善
・
無
記

の
混
合
の
あ
つ
ま
り
）
」
と
言
わ
れ
た
。
〔
一
六
七
〕

六
○
〕自

性
か
ら
は
十
六
の
み
で
あ
り
、
根
の
義
で
の
分
類
か
ら
は
、

説
か
れ
た
と
こ
ろ
の
諸
根
は
、
二
十
二
に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

因
と
禅
支
と
道
支
と
、

福
・
非
福
等
の
雑
（
混
合
）

す
れ
ば
六
十
四
で
あ
る
。

以
上
こ
の
よ
う
に
摂
め
て
、
そ
の
次
を
説
明
し
よ
う
。
心
生
起

の
区
別
に
於
て
は
、
生
起
に
従
え
ば
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。

〔
一
六
九
〕

笑
（
起
）
・
転
向
。
（
五
）
識
、
領
受
・
推
度
の
、
十
八
（
心
）

は
無
因
の
も
の
で
あ
り
、
愚
痴
（
心
）
は
一
因
を
持
つ
も
の
で
あ

る
。
〔
一
七
○
〕

そ
し
て
残
り
（
の
不
善
心
）
と
善
の
智
ｌ
不
相
応
（
心
）
は
二

因
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
他
の
心
生
起
の
、
四
十
七
は
三
因
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。
〔
一
七
一
〕

五
識
は
無
禅
（
支
）
で
あ
り
、
二
禅
支
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
る

の
は
、
第
四
・
第
五
禅
で
あ
り
、
三
禅
支
が
あ
る
の
は
第
三
（
禅
）

と
考
え
ら
れ
た
。
〔
一
七
二
〕

そ
し
て
四
禅
（
支
）
が
あ
る
の
は
第
二
（
禅
）
で
あ
り
、
欲
界

の
楽
は
除
か
れ
る
。
そ
し
て
五
禅
支
を
持
つ
の
は
初
（
禅
）
、
及

び
欲
界
の
楽
と
考
え
ら
れ
た
。
〔
一
七
三
〕

初
め
の
無
上
の
禅
は
、
八
道
支
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
七
道
支

旦三

同
じ
く
食
と
根
と
、
力
と
増
上
こ
そ
が
、

で
あ
り
、
自
性
か
ら
は
三
十
六
、
区
別

〔
一
六
八
〕
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あ
り
と
い
う
の
が
、
残
り
の
無
上
の
禅
で
あ
る
。
〔
一
七
四
〕

世
間
で
の
初
禅
（
心
）
、
同
じ
く
欲
（
界
）
に
於
け
る
三
因

（
心
）
は
、
五
道
支
が
あ
る
と
い
う
、
心
生
起
が
あ
る
と
説
か
れ

た
。
〔
一
七
五
〕

残
り
の
上
二
界
の
禅
（
心
）
と
、
悪
見
相
応
（
心
）
と
、
智
不

相
応
（
心
）
は
、
四
道
支
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
〔
一
七
六
〕

瞑
志
相
応
（
心
）
と
悪
見
不
相
応
（
心
）
は
、
三
道
支
が
あ
り
、

二
道
支
が
あ
る
の
は
、
疑
心
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
〔
一
七
七
〕

無
因
（
心
）
に
は
道
（
支
）
は
無
く
、
疑
（
心
）
に
於
て
は
心

住
で
あ
り
、
離
は
決
定
し
て
い
な
い
の
で
、
世
間
に
於
て
は
引
き

出
さ
れ
な
い
。
〔
一
七
八
〕

欲
（
界
）
に
於
て
は
、
段
ｌ
食
は
非
想
で
あ
り
、
心
生
起
に
於

て
は
一
切
処
で
、
三
つ
の
食
あ
り
と
言
わ
れ
た
。
〔
一
七
九
〕

諸
根
を
説
明
し
よ
う
。
九
種
が
無
上
に
於
て
覚
ら
れ
、
八
種
が

あ
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
世
間
の
三
因
（
心
）
に
於
て
で
あ
る
。

〔
一
八
○
〕

次
に
七
種
が
あ
る
の
は
智
ｌ
不
相
応
（
心
）
に
於
て
で
あ
る
と

説
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
笑
（
起
心
）
・
確
定
（
心
）
・
不
善
（
心
）
、

ま
た
疑
（
心
）
に
於
て
は
五
種
で
あ
る
。
〔
一
八
一
〕

四
種
・
三
種
が
他
の
、
心
生
起
の
場
合
で
あ
る
と
言
わ
れ
よ
う
。

三
因
（
心
）
は
七
力
が
あ
り
、
ま
た
六
力
あ
る
の
が
二
因
（
心
）

で
あ
り
、
〔
一
八
二
〕

四
力
が
あ
る
の
が
不
善
（
心
）
で
あ
り
、
疑
（
心
）
は
三
力
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
二
力
が
あ
る
の
は
笑
（
起
心
）
と
確
定
（
心
）

で
あ
り
、
残
り
は
力
が
無
い
と
さ
れ
た
。
〔
一
八
三
〕

ま
た
速
行
（
心
）
に
於
て
増
上
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
が
あ

り
二
因
、
あ
る
い
は
三
因
（
心
）
に
於
て
で
あ
っ
て
不
善
（
心
）

に
於
て
は
、
観
は
得
ら
れ
な
い
。
〔
一
八
四
〕

世
間
に
於
け
る
異
熱
（
心
）
、
愚
痴
根
（
の
心
）
・
無
因
（
心
）

に
於
て
は
、
生
起
に
従
っ
て
言
う
の
で
、
増
上
は
何
も
無
い
。

〔
一
八
五
〕

身
識
、
善
異
熟
（
心
）
に
は
楽
根
が
、
同
様
に
苦
根
も
ま
た
、

不
善
異
熟
（
心
）
に
生
起
す
る
と
言
わ
れ
た
。
〔
一
八
六
〕

椎
度
（
心
）
と
笑
（
起
心
）
は
、
十
六
の
喜
（
根
）
が
あ
り
、

初
乃
至
第
四
禅
は
、
喜
相
応
な
の
で
あ
る
。
〔
一
八
七
〕

憂
根
は
二
の
み
の
心
生
起
で
あ
る
と
説
か
れ
、
ま
た
そ
の
他
の

全
て
に
於
て
は
、
五
十
五
の
捨
が
あ
る
。
〔
一
八
八
〕

ま
た
受
の
相
応
は
、
こ
の
よ
う
に
八
種
に
区
別
さ
れ
、
因
相
応

等
の
区
別
に
よ
っ
て
、
心
生
起
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
〔
一
八
九
〕

そ
れ
ぞ
れ
の
不
相
応
の
区
別
と
、
ま
た
各
々
の
混
合
を
、
説
か

れ
た
と
お
り
に
従
い
、
生
起
の
と
お
り
に
導
く
の
で
あ
る
。
〔
一

九
○
〕

ハハ
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さ
て
以
上
の
よ
う
に
結
合
さ
せ
て
、
心
生
起
に
於
け
る
混
合
が

あ
り
、
更
に
知
ら
る
ゞ
へ
き
で
あ
る
の
は
清
浄
な
る
、
菩
提
分
の
摂

で
あ
る
。
〔
一
九
一
〕

四
念
処
身
と
受
と
心
と
、
法
と
に
つ
い
て
は
適
宜
に
、
不
浄
・

苦
・
無
常
・
無
我
で
あ
る
と
、
よ
く
設
立
さ
れ
た
。
〔
一
九
二
〕

ま
た
正
念
は
、
所
作
の
行
境
の
区
別
か
ら
、
念
処
（
い
い
号
鼻
‐

吾
習
騨
）
と
い
う
名
に
よ
っ
て
、
四
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
〔
一
九
三
〕

四
正
勤
已
に
生
じ
た
（
あ
る
い
は
）
未
だ
生
じ
な
い
悪
を
、

（
そ
れ
ぞ
れ
）
捨
断
し
（
あ
る
い
は
）
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
に
、

（
ま
た
）
未
だ
生
じ
な
い
（
あ
る
い
は
）
已
に
生
じ
た
不
悪
（
善
）

を
、
生
じ
さ
せ
（
あ
る
い
は
）
増
大
す
る
た
め
に
、
〔
一
九
四
〕

精
勤
し
て
い
る
者
の
精
進
は
、
所
作
と
思
惟
の
区
別
か
ら
、
正

勤
（
ぬ
四
目
冒
四
層
邑
圃
口
四
）
と
い
う
名
で
、
四
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。

〔
一
九
五
〕

四
神
足
神
通
に
よ
る
足
（
の
如
く
）
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
神

足
（
ａ
昏
菅
目
四
）
と
言
わ
れ
、
欲
と
心
と
精
進
、
同
じ
く
観
と
い
う

よ
う
に
四
種
で
あ
る
。
〔
一
九
六
〕

五
根
・
五
力
五
即
ち
信
・
念
・
慧
、
同
じ
く
精
進
．
（
心
）
一

境
性
は
、
根
の
義
に
よ
っ
て
根
（
旨
胃
匂
い
）
で
あ
り
、
力
の
義
に

＝

よ
っ
て
力
（
冨
旨
）
で
も
あ
る
。
〔
一
九
七
〕

七
覚
支
・
八
道
支
念
・
択
法
、
同
じ
く
精
進
・
喜
、
軽
安
・
一

境
性
・
捨
が
、
覚
り
つ
つ
あ
る
者
に
と
っ
て
の
支
で
あ
る
か
ら
、

〔
一
九
八
〕

覚
支
（
ｇ
言
騨
信
騨
）
と
い
う
区
別
に
よ
っ
て
、
七
法
が
説
か
れ

た
。
出
離
の
義
に
よ
っ
て
道
支
（
冒
璽
開
自
彊
）
は
、
正
見
等
の
八
種

で
あ
る
。
〔
一
九
九
〕

こ
こ
で
六
に
摂
せ
ら
れ
る
も
の
は
精
進
で
あ
り
、
念
・
慧
で
あ

る
と
さ
れ
る
の
は
、
五
に
摂
せ
ら
れ
る
も
の
と
い
う
の
で
あ
り
、

定
は
四
に
摂
せ
ら
れ
、
〔
二
○
○
〕

信
は
二
に
摂
せ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
、
残
り
の
も
の
は
一
つ
ず
つ

に
摂
せ
ら
れ
る
。
以
上
こ
の
よ
う
に
七
種
の
区
別
が
、
菩
提
分
の

摂
で
あ
る
。
〔
二
○
一
〕

念
処
。
正
ｌ
勤
・
神
足
そ
れ
か
ら
、
根
・
力
・
覚
支
、
そ
し
て

道
の
区
別
が
説
か
れ
た
。
〔
二
○
二
〕

欲
と
心
と
捨
と
、
信
と
軽
安
と
喜
と
、
正
見
と
（
正
）
思
惟
、

（
正
）
精
進
・
三
離
（
正
語
・
正
業
。
正
命
）
、
〔
二
○
三
〕

正
念
．
（
正
）
定
と
い
う
の
が
、
菩
提
分
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

法
と
し
て
は
十
四
で
あ
り
、
区
別
す
れ
ば
三
十
七
で
あ
る
。
〔
二

○
四
〕凡

そ
諸
法
に
よ
っ
て
覚
り
つ
つ
あ
る
者
は
、
諦
を
理
解
し
、
無
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上
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
思
惟
と
喜
は
無
い
場
合
も
あ
る
。

〔
二
○
五
〕

前
の
部
分
に
於
て
も
ま
た
得
ら
れ
る
の
は
、
適
宜
に
世
間
に
於

て
、
決
択
（
分
定
）
の
修
習
の
時
に
於
て
、
六
つ
の
清
浄
な
る
転

起
の
時
に
於
て
で
あ
る
。
〔
二
○
六
〕

以
上
こ
の
よ
う
に
三
種
の
区
別
が
、
適
宜
に
説
明
さ
れ
る
ぺ
き

で
あ
っ
て
、
自
性
の
区
別
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、

自
性
と
義
と
に
よ
っ
て
摂
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
〔
二
○
七
〕

区
別
の
摂
は
賢
者
に
よ
っ
て
説
明
解
釈
さ
れ
、
区
別
の
摂
は
解

脱
の
教
説
に
於
て
あ
り
、
区
別
の
摂
の
意
趣
は
至
上
で
あ
り
、
区

別
の
摂
の
門
が
説
か
れ
た
。
〔
二
○
八
〕

こ
の
よ
う
に
法
の
自
性
の
分
類
を
覚
り
、
教
説
の
諸
法
の
法
主

で
あ
り
、
法
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
く
荘
厳
さ
れ
た
心
を
持
ち
、
法

の
甘
露
の
味
（
国
出
目
幽
菌
）
た
る
部
分
を
持
つ
も
の
で
あ
れ
か
し
。

〔
二
○
九
〕

以
上
が
ｚ
画
目
目
目
§
胃
旨
目
①
３
に
於
け
る
、
区
別
の
摂
の

分
類
と
い
う
第
三
の
差
別
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
シ
ご
宮
島
５
口
●
］
日
画
詐
冒
‐
＄
侭
昌
魚
及
び
臼
‐

、
員
己
宮
１
日
品
題
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
明
解
釈
に
代
え
る
が
、

各
偶
の
註
解

南
伝
三
蔵
及
び
諸
註
釈
害
・
北
伝
阿
毘
達
磨
諭
書
等
の
参
照
、
比
校
検
討

も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
尚
お
異
本
の
対
照
に
際
し
て
は
、
勺
目
⑳
版
及
び
、

セ
イ
ロ
ン
版
の
脚
注
に
あ
げ
ら
れ
た
も
の
は
偶
げ
ず
、
実
際
に
対
照
し
た

三
本
に
と
ど
め
た
。

（
凡
例
）文

頭
の
番
号
は
ｚ
画
冒
胃
号
砦
閏
月
目
の
§
（
勺
目
の
版
セ
イ
ロ
ン
の

版
）
の
偶
の
ｚ
ｏ
．

Ｂ
本
、
ｚ
脚
目
騨
３
冨
冒
凰
命
島
の
目
ビ
ル
マ
第
六
結
集
版
乞
ｇ

Ｓ
本
、
同
、
セ
イ
ロ
ン
版
ご
鯉

シ
ヴ
房
．
シ
ワ
目
巳
昌
日
日
胃
昏
⑳
‐
閨
侭
里
国
（
］
屯
目
の
房
震
）

署
騎
冒
．
ぐ
騎
口
。
ｇ
ご
‐
旨
ｐ
開
四
（
も
目
の
ご
ｇ
》
ご
巴
）

シ
巴
．
鈩
洋
ず
ゅ
の
巴
冒
剖
（
勺
日
切
房
渇
）

鈩
冒
く
少
自
尽
目
日
日
沙
ヰ
園
‐
昇
島
園
１
日
（
シ
ャ
ム
王
室
版
）

昌
隠
１
局
四
第
一
二
一
偶
ま
で
に
心
・
心
所
法
に
つ
い
て
説
か
れ
、
次
に

摂
不
善
・
摂
雑
・
摂
菩
提
分
と
い
う
三
つ
の
摂
が
説
か
れ
る
。
シ
喜
切
．

ぐ
目
も
篭
酊
．
に
相
当
。

届
四
秒
ウ
胃
呂
己
も
ゆ
ず
胃
号
目
は
Ｂ
本
ワ
言
冒
切
号
彦
習
判
の
曽

届
四
四
・
副
ロ
Ｏ
は
Ｂ
本
・
倒
掃
ご

届
吟
以
下
第
昌
浅
偶
ま
で
摂
不
善
に
つ
い
て
。
劃
銅
ョ
で
は
固
認
画

由
．
で
述
べ
ら
れ
る
。

執
取
は
シ
ご
房
．
に
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

冨
如
目
．
で
は
「
執
取
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
の
自
性
を
超
越
し
て
他
の

不
実
の
自
性
を
摩
す
る
行
相
で
転
起
す
る
か
ら
、
こ
れ
は
邪
見
の
同
義

語
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
具
．
シ
里
．
固
ら
〉
シ
ヴ
ヮ
貧
や
巴
、
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］
鴎
１
局
②
漏
に
つ
い
て
、

］
鵠
ご
ご
ゅ
冒
騨
、
笛
醜
四
ぐ
胃
院
○
は
Ｂ
本
夛
『
ｇ
四
筋
四
く
閏
尉
○
Ｓ
本
ご
色
匡
閉
‐

ｍ
ゆ
く
ｐ
Ｈ
四
ｍ
○

ご
倭
ロ
四
は
Ｂ
本
、
少
冒
く
．
や
巴
、
に
よ
っ
て
ぐ
眉
Ｐ
と
改
め
る
。

少
９
，
．
「
四
堀
は
欲
漏
・
有
漏
・
見
漏
・
無
明
漏
」
且
．
炉
ｇ
く
．
や

画
昌
切
》
い
］
つ

く
勝
目
．
「
所
縁
と
し
て
は
種
姓
（
智
）
に
至
る
迄
、
場
所
と
し
て
は

有
頂
に
至
る
ま
で
転
起
す
る
か
ら
、
常
に
流
出
す
る
と
い
う
意
味
で
、

水
が
め
の
ひ
び
か
ら
水
が
漏
れ
る
よ
う
に
、
防
御
し
な
い
門
か
ら
漏
れ

る
か
ら
、
ま
た
輪
廻
の
苦
が
榊
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
欲
負
・
有
負
・
邪

見
・
無
明
の
同
義
語
で
あ
る
。
」
且
．
崔
里
．
迫
ら

］
弓
四
前
①
く
○
唱
脚
は
Ｂ
本
①
前
ご
○
答
脚

届
「
暴
流
に
つ
い
て

］
路
ず
も
凹
昌
ロ
四
目
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
に
園
Ｅ
ｐ
Ｃ

Ｈ
腿
帆
に
つ
い
て

少
冒
切
．
「
四
暴
流
は
欲
流
・
有
流
・
見
流
・
無
明
流
、
四
軌
は
欲
靱

・
有
帆
・
見
帆
・
無
明
帆
」
且
捧
目
ぐ
．
固
曽
の

臼
ぃ
目
．
は
漏
の
解
説
に
続
い
て
「
有
の
海
に
牽
引
す
る
と
い
う
意
味

で
、
ま
た
渡
り
難
い
と
い
う
意
味
で
暴
流
で
も
あ
り
、
所
縁
と
離
れ
さ

せ
ず
、
ま
た
苦
と
離
れ
さ
せ
な
い
か
ら
帆
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
（
欲
貧
．

有
負
・
邪
見
・
無
明
）
の
同
義
語
で
あ
る
。
」
且
．
捧
隆
．
や
亀

届
雪
〕
冒
里
自
画
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
冒
巴
冒
凶

届
の
ｌ
岳
ｏ
取
に
つ
い
て

シ
亘
〕
印
．
「
四
取
は
欲
取
・
見
取
．
戒
禁
取
・
我
語
取
」
具
シ
匡
乏
も
．

四
コ
『

ぐ
勝
巳
．
「
取
と
は
あ
ら
ゆ
る
行
相
と
、
縁
起
の
解
釈
で
説
い
た
欲
取

等
の
四
で
あ
る
」
ぐ
尉
旨
．
石
印
ｇ
に
於
い
て
は
四
取
を
、
意
味
上
の

区
別
、
法
の
応
説
・
略
説
、
順
序
か
ら
詳
説
。
且
．
揚
呉
や
路
切
’
四
忠
．

届
］
ず
・
四
口
ロ
ぐ
の
昏
旨
○
は
Ｓ
本
・
自
〕
ロ
ぐ
①
替
詳
○
（
誤
植
か
）

］
臼
ｌ
届
瞳
繋
に
つ
い
て

シ
ｇ
“
．
「
四
繋
は
負
欲
身
繋
・
恨
志
身
繋
・
戒
禁
取
身
紫
・
此
諦
住

著
身
繋
」
且
．
鈩
冒
く
．
己
＆
患

ぐ
耐
日
．
「
繋
と
は
名
身
と
色
身
を
繋
ぐ
か
ら
で
あ
り
、
貧
・
愼
等
の
四

て
あ
る
。
何
故
な
ら
そ
れ
ら
は
貫
欲
身
繋
・
脈
志
身
喋
．
戒
禁
取
身
繋

・
此
諦
住
著
身
繋
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
て
あ
る
。
」
ａ
・
琵
隆
も
函
司

届
四
ｌ
］
段
蓋
に
つ
い
て

少
昏
砂
「
六
蓋
は
欲
貧
蓋
・
順
志
蓋
・
惜
沈
睡
眠
蓋
・
棹
挙
悪
作
蓋

・
疑
蓋
・
無
明
蓋
」
且
．
シ
ｇ
気
．
や
国
司

ぐ
蹟
冒
「
蓋
と
は
心
の
障
害
物
、
ふ
た
、
覆
い
と
い
う
意
味
で
欲
貧

等
の
五
で
あ
る
。
」
且
震
］
．
ご
迭

邑
ｍ
ｏ
置
弓
目
○
組
は
Ｂ
本
旨
弓
目
○
鴨

届
切
１
国
②
随
眠
に
つ
い
て

シ
言
い
．
「
七
随
眠
は
欲
負
随
眠
・
有
負
随
眠
・
瞑
志
随
眠
・
慢
随
眠

・
疑
随
眠
・
無
明
随
眠
」
氏
．
少
ご
胃
．
ロ
冒
酌

ぐ
耐
冒
．
「
随
眠
と
は
強
く
な
る
と
い
う
意
味
で
欲
貧
随
眠
・
愼
志
・

慢
・
見
・
疑
・
有
負
・
無
明
と
い
う
よ
う
に
説
か
れ
た
欲
負
等
の
七
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
強
く
な
る
か
ら
、
屡
々
欲
負
等
の
生
起
の

因
と
し
て
随
眠
す
る
か
ら
随
眠
で
あ
る
」
具
．
罵
冒
．
弓
．
誤
岸
唖
霊
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届
司
四
・
冨
骨
言
習
昌
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
に
・
冒
冒
（
三
の
目
白

］
舘
○
閏
こ
げ
胃
○
は
Ｂ
本
閏
匿
三
）
鼻
伊
目

］
龍
（
一
ｍ
毎
巨
巳
二
騨
段
は
Ｂ
本
旦
四
鼠
亘
届
く
①

皇
ｐ
ｑ
ｌ
二
心
Ｃ
士
口
こ
う
、
戸
Ｌ

ト
ｃ
一
卜
Ｃ
Ｑ
〃
か
小
？
Ｉ
》
、
１
Ｖ
》

シ
ｇ
ｍ
．
「
経
に
お
け
る
十
結
は
欲
貧
結
・
色
貧
結
・
無
色
貧
結
・
眼

志
結
・
慢
結
・
見
結
・
戒
禁
取
結
。
疑
結
・
棹
挙
結
・
無
明
結
、
一
方

論
に
於
け
る
十
結
は
欲
貧
結
・
有
貧
結
・
瞑
志
結
・
慢
結
・
見
結
・
戒

禁
取
結
・
疑
結
・
嫉
結
・
樫
結
・
無
明
結
」
ａ
崖
〕
耳
ご
画
届

く
尉
日
・
「
結
と
は
諸
瀧
を
諸
瀧
に
、
果
を
業
に
、
苦
を
有
情
に
結
び
つ

け
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
色
負
等
の
十
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
つ

ま
り
こ
れ
が
あ
る
限
り
は
そ
れ
ら
の
止
滅
は
な
い
。
そ
の
う
ち
色
負
・

無
色
貧
・
慢
・
棹
挙
・
無
明
、
こ
れ
ら
五
つ
は
上
（
二
界
）
に
生
ず
る

諸
瀧
等
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
上
分
結
と
言
わ
れ
、
有
身
見
。

疑
・
戒
禁
収
・
欲
貧
・
順
悲
、
こ
れ
ら
五
つ
は
下
（
欲
界
）
に
生
ず

る
諸
澗
等
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
下
分
結
と
言
わ
れ
る
。
」

劃
の
日
．
で
の
結
は
シ
ｇ
い
，
で
の
経
中
の
結
に
相
当
。
た
だ
し
シ
９
，
．

で
は
上
分
結
・
下
分
結
の
区
別
は
な
く
、
峠
弓
言
、
．
で
も
詳
説
さ
れ
な

い
。
ａ
．
シ
淫
．
己
饅
昌

匡
。
ゆ
め
息
匡
①
閨
制
国
威
は
Ｅ
本
”
ｐ
昌
匡
①
冒
冒
国
威

Ｅ
Ｃ
Ｉ
澤
虐
煩
悩
に
つ
い
て

ン
こ
〕
⑳
．
「
十
煩
悩
は
負
・
順
・
痴
・
慢
・
見
・
疑
・
情
沈
・
棹
挙
・

無
断
・
無
塊
」
具
．
シ
ュ
ラ
電
．
己
＆
屍

ぐ
尉
目
．
「
煩
悩
と
は
自
ら
染
汚
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ま
た
相
応
法
を

染
汚
す
る
か
ら
で
あ
り
、
貧
・
槇
・
痴
・
慢
・
見
・
疑
・
憎
沈
・
棹
挙

・
無
断
・
無
槐
、
こ
れ
ら
十
法
で
あ
る
。
」
氏
．
湯
換
層
麗
②
Ｉ
⑭
亀

］
信
九
と
は
、
見
で
は
執
取
・
漏
・
暴
流
・
帆
・
身
繋
・
取
・
無
明
・

結
・
煩
悩
で
あ
り
、
貧
で
は
執
取
の
か
わ
り
に
鑿
が
入
り
、
そ
こ
か
ら

身
繋
と
取
を
除
い
て
七
と
な
り
、
漏
・
暴
流
・
鮠
・
取
を
除
い
て
五
と

な
る
。

瞳
い
Ｉ
昌
虐
更
に
身
繋
を
除
い
て
四
と
な
り
、
慢
で
は
漏
・
暴
流
・
鞭
・

繋
・
取
・
蓋
を
除
い
て
三
で
あ
り
、
棹
挙
は
蓋
の
か
わ
り
に
随
眠
を
除

い
て
三
と
な
り
、
憎
沈
は
鑿
と
蓋
の
二
つ
で
あ
り
、
悪
作
・
睡
眠
は
蓋

に
摂
せ
ら
れ
、
無
蜥
・
無
塊
は
煩
悩
に
摂
せ
ら
れ
、
峡
・
樫
は
論
に
於

て
の
結
に
摂
せ
ら
れ
る
。

Ｅ
吟
騨
目
冨
号
剖
は
Ｂ
本
身
丘
目
。

底
、
ｏ
】
〕
冒
酋
Ｈ
四
口
四
。
は
Ｂ
本
日
３
国
。
少
‐
。

Ｅ
の
ご
冒
眉
留
四
は
Ｂ
本
圃
副
開
凹

匡
②
欲
・
有
。
負
欲
・
欲
貧
・
負
は
全
て
貧
と
し
、
見
・
戒
禁
取
・
此

諦
住
著
・
我
語
取
は
全
て
取
と
し
、
無
肌
は
痴
と
し
、
憎
沈
睡
眠
・
棹

挙
悪
作
を
二
分
し
て
、
十
四
と
は
負
・
順
・
痴
・
慢
・
見
・
疑
・
楯
沈
・

脈
眠
・
棹
挙
・
悪
作
・
無
伽
・
無
塊
・
嫉
・
樫
と
い
う
不
善
心
所
で
あ

り
、
五
十
七
と
は
漏
・
暴
流
・
帆
・
繋
・
取
の
各
四
、
憎
沈
睡
眠
・
棹

挙
悪
作
を
分
け
た
蓋
の
八
、
随
眠
の
七
、
経
で
の
結
の
十
、
経
に
は
な

く
論
に
あ
る
結
の
嫉
と
樫
の
二
、
煩
悩
の
十
の
合
計
で
あ
る
。

陽
言
如
．
「
こ
の
う
ち
漏
等
に
於
て
は
欲
・
有
の
名
で
そ
れ
を
基
と
す

る
渇
愛
が
意
味
さ
れ
た
。
戒
禁
取
・
此
諦
住
者
・
我
語
取
は
、
こ
の
よ

う
に
転
起
す
る
悪
見
そ
の
も
の
を
言
う
の
で
あ
る
。
漏
と
暴
流
と
蝿
と

繋
は
、
基
か
ら
は
三
で
あ
り
、
取
は
二
で
あ
る
と
説
か
れ
、
蓋
は
八
で
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あ
る
で
あ
ろ
う
。
随
眠
は
六
で
あ
り
結
は
九
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

煩
悩
は
十
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
九
種
が
悪
の
摂
で
あ
る
。
」
ａ
孝

一
〕
一
〕
弄
制
．
毛
宅
．
い
』
酌
画
昌
④

］
鹿
こ
の
偶
か
ら
第
一
九
○
個
ま
で
は
善
・
不
善
・
無
記
の
摂
雑
に
つ

い
て

昌
走
ｌ
扇
○
因
に
つ
い
て

晟
胃
一
馬
目
。
は
Ｂ
本
胃
白
。

シ
９
ｍ
．
「
六
因
は
貧
・
順
・
痴
・
無
貫
・
無
愼
・
無
痴
」
具
唱
与
ヲ
『
・

も
．
画
旨
む

く
騎
昌
．
ご
認
画
「
因
と
は
論
式
の
部
分
・
原
因
・
根
の
同
義
語
で
あ

る
。
…
・
・
中
略
・
…
．
．
以
上
根
の
意
味
で
因
と
言
わ
れ
る
。
」

］
臼
ｌ
］
認
禅
支
に
つ
い
て

シ
ヴ
房
．
「
七
禅
支
は
尋
・
伺
・
喜
（
目
武
）
・
一
境
性
・
喜
（
印
。
日
“
‐

］
〕
器
の
酉
）
・
憂
（
８
日
“
］
］
騨
銅
切
曾
）
・
捨
」
こ
の
う
ち
憂
は
不
善
の
禅
支
で
あ

る
。
具
．
吟
匡
〕
’
く
．
や
画
昌
④

ぐ
騎
日
．
や
、
患
「
禅
縁
は
霧
慮
を
す
る
と
い
う
意
味
で
資
助
と
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
五
識
の
楽
、
苦
の
二
受
を
除
く
全
て
の
善
等

に
分
け
ら
れ
る
七
禅
支
で
あ
る
。
」
具
．
シ
淫
．
己
自
認

］
塁
ワ
日
割
倒
口
鼻
菩
四
国
は
Ｂ
本
国
曼
滅
ロ
鼻
菩
⑦
】
国

昌
＄
ｌ
〕
圏
道
支
に
つ
い
て

シ
ｇ
⑫
．
「
十
二
道
支
は
正
見
・
正
思
惟
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正

精
進
・
正
念
・
正
定
・
邪
見
・
邪
思
惟
・
邪
精
進
・
邪
定
」
且
シ
ｇ
罫
、
、

己
．
画
昌
や

ぢ
め
ョ
．
「
道
縁
は
こ
こ
か
し
こ
か
ら
導
き
出
す
と
い
う
意
味
で
資
助

と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
善
等
に
分
か
れ
る
十
二
道
支
で
あ
る
」
民
。

シ
砂
］
・
軍
］
句
』

扇
舎
一
九
と
は
、
正
邪
の
思
惟
・
精
進
・
定
を
各
灸
一
つ
ず
つ
に
し
た

た
め
。
シ
匡
誘
．
「
基
か
ら
は
道
支
は
九
」

扇
、
１
局
②
食
に
つ
い
て

シ
ｇ
の
．
「
四
食
は
段
食
・
第
二
触
・
第
三
意
思
・
第
四
識
」
具
．
シ
‐

ず
宮
弓
．
己
．
画
画
画

く
蹟
目
．
垣
⑭
と
「
食
と
は
運
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
段
食
。
触
食

・
意
思
食
・
識
食
の
四
種
で
あ
る
。
で
は
そ
の
う
ち
何
が
何
を
運
ぶ
の

か
。
段
食
は
食
素
を
第
八
と
す
る
色
を
運
び
、
触
食
は
三
受
を
運
び
、

意
思
食
は
三
有
に
結
生
を
運
び
、
識
食
は
結
生
の
刹
那
に
名
色
を
運
ぶ
。

（
以
下
略
）
」
Ｒ
，
シ
樫
．
。
．
驍

昌
３
１
胃
臼
根
に
つ
い
て

シ
ｇ
叩
．
「
二
十
二
根
は
眼
根
・
耳
根
・
鼻
根
・
舌
根
・
身
根
・
女
根

・
男
根
。
命
根
・
意
根
・
楽
根
・
苦
根
・
喜
根
・
憂
根
・
捨
根
・
信
根

・
精
進
根
・
念
根
。
定
根
・
慧
根
・
未
知
当
知
根
・
已
知
根
・
具
知

根
」
風
．
シ
ｇ
ぐ
．
ロ
ロ
．
闇
Ｃ
ｌ
侭
」

言
い
日
．
ロ
乞
旨
．
「
根
の
意
味
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
帝
釈
（
旨
目
）
の

相
と
い
う
意
味
が
根
の
意
味
で
あ
り
、
帝
釈
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
と
い

う
意
味
、
帝
釈
に
よ
っ
て
見
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
：
…
・
帝
釈
に
よ

っ
て
生
起
し
た
と
い
う
意
味
・
…
：
帝
釈
に
よ
っ
て
習
わ
れ
た
と
い
う
意

味
が
根
の
意
味
で
あ
る
。
」
こ
こ
で
の
帝
釈
は
世
尊
を
意
味
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
四
番
目
の
帝
釈
は
業
を
指
す
。
根
の
詳
細
に
つ
い
て
は
具
．

『
弱
ョ
．
詞
遣
い
｛
．
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］
認
八
つ
の
色
根
と
は
眼
乃
至
身
根
・
女
根
・
男
根
・
命
根
、
心
と
は

意
根
を
指
す
。

胃
邑
秒
ぽ
い
国
信
は
Ｂ
本
圃
昏
酔
目

昌
＄
「
た
だ
し
命
を
一
と
し
て
」
と
は
、
女
根
・
男
根
と
は
別
に
命
根
を

立
て
る
こ
と
。
ぐ
尉
目
．
や
乞
い
「
か
の
身
体
が
こ
れ
に
よ
っ
て
女
・
男

と
言
わ
れ
る
そ
の
あ
る
法
を
示
す
た
め
に
、
こ
こ
に
女
根
・
男
根
が
あ

る
。
そ
れ
ら
は
両
者
と
も
命
根
に
結
び
つ
い
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
示

す
た
め
に
こ
こ
に
命
根
が
あ
る
。
」

諺
目
の
「
命
根
に
は
色
・
非
色
の
二
極
が
あ
る
。
」

］
９
未
知
当
知
根
は
修
習
の
前
分
に
、
具
知
根
は
漏
尽
者
に
生
起
す
る
。

Ｐ
ｇ
ｍ
．
「
根
で
は
須
陀
垣
道
智
は
未
知
当
知
根
、
阿
羅
漢
果
智
は
具
知

根
、
中
の
六
智
は
已
知
根
と
言
わ
れ
る
。
」
９
．
シ
冒
冒
．
や
侭
岸
冨
‐

、
日
．
固
亀
昌

届
］
十
六
と
は
、
楽
・
苦
・
喜
・
憂
・
捨
の
諸
根
を
受
と
し
、
未
知
当

知
根
・
已
知
根
・
具
知
根
を
慧
根
と
す
る
か
ら
。

シ
ｇ
叩
「
基
と
し
て
は
：
．
：
根
法
は
十
六
」

届
画
ｌ
」
＄
力
に
つ
い
て

シ
ｇ
、
．
「
九
力
は
信
力
・
精
進
力
・
念
力
・
定
力
・
慧
力
・
断
力
・

塊
力
・
無
伽
力
・
無
槐
力
」
具
．
シ
ｇ
ぐ
．
や
圏
昌
』
炉
巴
も
．
昌
曽
「
不

動
の
意
味
で
力
で
あ
る
と
知
る
、
へ
し
。
」
崔
隆
．
ｐ
］
閉
「
震
動
し
な
い

と
い
う
意
味
で
七
法
が
力
で
あ
る
。
」

岳
ら
）
官
自
己
旦
昌
ロ
ロ
名
君
く
ゅ
ヰ
ミ
夢
冒
は
Ｂ
本
冒
凱
副
冒
凱
副
胃
ぐ
胃
武
‐

望
騨
］
ご

昌
登
。
ｇ
ｏ
ｏ
葛
間
冒
冨
鳶
ど
の
ロ
圏
は
Ｂ
本
圃
。
ｃ
島
倒
旨
君
冒
席
ご
①
口
煙

患
ｍ
ご
且
巨
窟
８
四
。
は
Ｂ
本
且
巨
弓
Ｐ
ｏ
８
。

］
段
ｌ
］
爵
増
上
に
つ
い
て

缶
ｇ
“
．
「
四
増
上
は
欲
増
上
・
心
増
上
・
精
進
増
上
・
観
増
上
」
且
．

シ
ゴ
汀
ぐ
．
や
画
画
い

昌
霊
五
と
は
因
・
道
支
・
根
・
力
・
増
上
。
四
と
は
、
精
進
は
道
支
・

根
・
力
・
増
上
、
一
境
性
は
禅
支
・
道
支
・
根
・
増
上
、
心
は
根
・
増

上
・
食
の
う
ち
の
二
、
三
と
は
道
支
・
根
・
力
。
本
偶
と
次
偶
前
半
、

シ
ず
ご
．
や
函
隠
に
引
用
。

扇
ヨ
ヴ
・
め
自
彊
冒
冨
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
に
・
切
目
題
言
国

冨
『
こ
の
偶
と
次
の
扇
、
偶
は
一
行
ず
つ
多
く
Ｂ
本
、
Ｓ
本
共
に
三
行
ず

つ
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
形
と
し
て
は
三
つ
の
く
胃
菌
で
あ
る
。

二
と
は
、
思
惟
は
禅
支
と
道
支
、
受
は
禅
支
と
根
、
信
は
根
と
力
。

二
十
八
と
は
負
・
瞑
・
痴
・
無
貧
・
無
愼
・
無
痴
・
喜
念
目
）
・
正
見

・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
邪
見
・
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
女
・
男
・

命
・
伽
・
塊
・
無
蜥
・
無
槐
・
欲
・
段
（
食
）
・
触
・
（
食
）
意
思
（
食
）
。

岳
、
色
目
晶
盟
品
Ｐ
は
Ｂ
本
日
侭
噌
口
悪

』
認
ｏ
９
両
目
甘
四
蔦
○
は
Ｂ
本
９
両
目
５
９
は
８

届
、
口
目
』
脇
呉
○
は
Ｂ
本
日
豚
の
Ｐ
罰

忌
、
の
閏
茸
巨
は
Ｓ
本
閏
芹
呉
』

』
認
福
・
非
福
等
と
は
、
善
・
不
善
・
無
記
。
三
十
六
と
は
、
無
痴
、

慧
、
未
知
当
知
・
已
知
・
具
知
根
、
観
を
慧
と
し
、
正
思
惟
・
邪
思
惟

を
尋
と
し
、
正
定
・
邪
定
を
一
境
性
と
し
、
五
受
を
受
と
し
、
意
・

識
を
心
と
し
て
、
貧
・
順
・
痴
・
無
貧
・
無
愼
・
慧
・
尋
・
伺
・
喜

（
冨
巳
・
一
境
性
・
受
・
見
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
精
進
・
念
・
眼

ワワ
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根
・
耳
根
・
鼻
根
・
舌
根
・
身
根
・
女
根
・
男
根
・
命
根
・
意
根
・

信
・
術
・
槐
・
無
蜥
・
無
槐
・
欲
・
心
・
段
食
・
触
食
・
思
食
。
六
十

四
と
は
因
の
六
、
禅
支
の
七
、
道
支
の
十
二
、
根
の
二
十
二
、
力
の
九
、

増
上
・
食
の
各
四
。

』
＄
ｏ
○
群
目
℃
も
且
砦
も
号
胃
号
呂
は
Ｂ
本
ｏ
罫
宮
宅
宅
且
名
各
月
烏
呂

］
＄
以
下
第
一
九
○
偶
ま
で
摂
雑
の
諸
法
と
各
心
の
相
応
に
つ
い
て

弓
ｏ
酔
昌
引
習
理
は
Ｂ
本
ぐ
副
副
呂
昌

］
弓
。
・
色
は
Ｂ
本
ぐ
ぃ

目
○
・
。
』
の
汽
伊
は
Ｂ
本
①
厨

］
弓
十
八
と
は
欲
界
十
八
無
因
心
。
愚
痴
心
と
は
十
二
不
善
心
中
の
捨

倶
疑
相
応
心
と
捨
倶
棹
挙
相
応
心
。

Ｈ
国
残
り
（
の
不
善
心
）
と
は
十
二
不
善
心
中
の
貫
根
と
順
根
の
十
心
。

善
の
智
不
相
応
（
心
）
と
は
欲
界
の
二
十
四
有
因
心
中
の
智
不
相
応
の

十
二
心
。
そ
の
他
は
智
相
応
の
十
二
心
と
色
・
無
色
・
出
世
間
の
心

昌
忌
ロ
日
四
国
目
は
Ｂ
本
日
秒
国

弓
画
五
識
は
無
禅
（
支
）
と
は
、
禅
定
の
際
の
所
縁
は
具
体
的
な
実
際
の

境
で
は
な
い
か
ら
、
欲
界
十
八
無
因
心
中
の
善
・
不
善
の
五
識
に
は
禅

支
は
な
い
。
（
禅
定
の
際
の
心
の
所
縁
は
似
相
（
図
画
ｇ
樹
②
‐
昌
目
洋
四
）

で
あ
る
が
、
禅
支
は
取
相
（
品
盟
冒
‐
昌
目
茸
四
）
を
所
縁
と
す
る
意
識

界
に
も
あ
る
。
ａ
。
シ
ｇ
の
．
ロ
歯
．
ぢ
ぃ
日
．
や
届
聞
．

］
畠
｝
」
こ
で
の
楽
と
は
喜
倶
心
を
意
味
す
る
。
喜
倶
心
は
受
の
喜
（
叩
○
‐

］
己
騨
目
閉
”
四
）
の
他
に
、
喜
（
回
は
）
と
も
相
応
す
る
か
ら
五
禅
支
と
な
る
。

昌
忌
四
宮
曾
色
巳
曽
具
国
三
画
目
四
日
は
Ｂ
本
冨
昏
淨
日
習
具
冨
国
日

菅
胃
国
冒

］
屋
初
め
の
無
上
の
善
と
は
出
世
間
初
禅
心
、
八
道
支
と
は
十
二
道
支

中
の
正
八
支
。
七
道
支
と
は
正
思
惟
を
除
く
。

］
計
世
間
の
初
禅
と
は
色
界
の
初
禅
心
、
欲
界
に
於
け
る
三
因
心
と
は

智
相
応
心
。
五
道
支
と
は
正
八
支
か
ら
正
語
・
正
業
・
正
命
の
三
離
を

除
く
。

弓
亜
残
り
上
二
界
の
禅
と
は
、
色
界
の
第
二
Ｉ
第
五
禅
心
と
無
色
界
心
。

四
道
支
と
は
、
禅
支
で
は
正
見
・
正
精
進
・
正
念
・
正
定
、
悪
見
相
応

心
で
は
邪
見
・
邪
思
惟
・
邪
精
進
・
邪
定
、
智
不
相
応
心
で
は
正
念
・

正
思
惟
・
正
精
進
・
正
定
。

ミ
ヨ
蝕
冒
は
箸
ご
ｇ
四
。
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
に
冨
茸
警
口
目
ご
胃
。
②
。

冒
司
Ｏ
Ｂ
Ｐ
開
騨
巨
魁
は
Ｂ
本
日
紺
窓
口
租
昌

］
弓
三
道
支
と
は
、
邪
思
惟
・
邪
精
進
・
邪
定
、
二
道
支
と
は
邪
思
惟

と
邪
精
進

昌
認
○
国
国
威
ロ
垣
鼻
胃
薗
は
賜
本
ぐ
昼
岸
胃
ご
伊
３
３

弓
、
シ
ｇ
、
．
「
無
因
に
は
道
支
は
得
ら
れ
な
い
。
」
疑
相
応
心
に
も
定
は

相
応
す
る
が
、
力
が
微
劣
で
あ
る
た
め
、
邪
定
と
は
言
わ
ず
心
住
と
呼

ば
れ
る
（
ａ
量
切
目
．
や
ミ
胃
・
》
シ
、
］
．
や
麗
望
・
三
緋
は
陦
一
や
忌
司

で
は
欲
界
の
善
心
と
も
相
応
す
る
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
己
冨
日
日
空
‐

、
自
彊
日
固
罷
な
ど
で
は
出
世
間
心
と
の
み
相
応
す
る
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
｝
」
で
は
ご
尉
日
：
儲
］
・
の
著
者
国
且
号
品
目
印
騨

の
説
は
と
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

弓
や
騨
丙
号
己
ヨ
圃
威
○
は
Ｂ
本
冨
ず
四
国
肉
胃
○
》
Ｓ
本
庶
号
旦
目
圃
Ｈ
Ｏ

昌
忍
ご
臼
畠
目
働
は
Ｂ
本
習
曽
胃
○

弓
や
食
の
相
応
に
つ
い
て
。
第
扇
切
偶
の
註
参
照

庁 ハ
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］
ぎ
第
・
扇
画
偶
前
半
迄
根
の
相
応
に
つ
い
て
。
九
種
と
は
命
・
意
・

受
・
信
・
精
進
・
念
・
定
・
慧
・
三
無
漏
根
の
う
ち
の
一
・
無
上
と
は

出
世
間
心
。
八
種
と
は
出
世
間
心
相
応
の
九
種
か
ら
三
無
漏
根
を
除
く
。

世
間
の
三
因
と
は
色
・
無
色
界
心
と
欲
界
智
相
応
心
。

呂
臼
ｏ
ぐ
具
普
騨
弓
四
目
は
Ｂ
本
ぐ
○
＃
冨
弓
騨
口
④

〕
霞
七
種
と
は
八
種
か
ら
慧
根
を
除
く
。
智
不
相
応
と
は
欲
界
智
不
相

応
心
。
笑
起
と
は
喜
倶
笑
起
心
、
確
定
と
は
確
定
心
即
ち
捨
倶
意
門
転

向
心
、
不
善
と
は
十
三
不
善
心
か
ら
捨
倶
疑
相
応
心
を
除
い
た
他
の
心
。

五
種
と
は
七
種
か
ら
信
根
と
念
根
を
除
く
。

］
題
ぴ
旦
剣
旨
昇
巳
国
は
Ｂ
本
〔
冒
冨
白
戸
脚

］
圏
四
種
と
は
五
種
か
ら
定
根
を
除
く
。
三
種
と
は
更
に
精
進
根
を
除

く
。
残
り
の
心
生
起
と
は
、
確
定
心
と
笑
起
心
を
除
く
無
因
心
、
即
ち

こ
の
前
五
識
、
領
受
心
・
推
度
心
及
び
五
門
転
向
心
。
こ
の
偶
の
後
半

と
第
一
八
三
偶
は
力
の
相
応
に
つ
い
て
。
三
因
と
は
三
因
心
。
即
ち
智

相
応
心
と
色
界
・
無
色
界
・
出
世
間
心
・
七
力
と
は
信
・
精
進
・
念
・

定
・
慧
・
伽
・
槐
の
諸
力
。
二
因
と
は
、
こ
こ
で
は
智
不
相
応
の
欲
界

心
の
み
を
指
し
愚
痴
心
以
外
の
十
不
善
心
は
含
ま
な
い
。
六
力
と
は
、

三
因
心
相
応
の
七
力
か
ら
慧
力
を
除
く
。

］
麗
四
・
鼻
：
ず
い
国
は
Ｂ
本
・
鼻
匡
ワ
四
国

］
鶴
ｏ
ご
ｇ
昏
呂
も
騨
目
は
Ｂ
本
司
具
曾
名
も
蝕
冒

胃
弱
四
力
と
は
精
進
・
定
。
無
断
・
無
槐
の
諸
力
。
不
善
と
は
疑
心
を

除
く
不
善
心
。
疑
と
は
疑
相
応
心
。
三
力
と
は
不
善
心
相
応
の
四
力
か

ら
定
力
を
除
く
。
二
力
と
は
精
進
力
と
定
力
。
残
り
と
は
確
定
心
と
笑

起
心
を
除
く
無
因
心
。

シ
ｇ
の
．
「
無
精
進
に
は
諸
力
は
得
ら
れ
な
い
。
」
（
確
定
心
・
笑
起
心

以
外
の
無
因
心
に
は
精
進
心
所
は
な
い
。
）

］
震
ｌ
］
駅
増
上
の
相
応
に
つ
い
て
。
速
行
と
は
速
行
心
、
即
ち
出
世
間

心
、
世
間
の
善
心
と
異
熱
心
、
笑
起
心
、
及
び
十
二
不
善
心
。
た
だ
し

こ
こ
で
は
笑
起
心
と
二
つ
の
愚
痴
心
は
除
く
。
い
ず
れ
か
一
つ
と
は
、

増
上
は
同
時
に
一
つ
以
上
は
起
り
得
な
い
か
ら
、
三
因
と
は
三
因
心
、

即
ち
色
・
無
色
界
・
出
世
間
心
と
欲
界
智
相
応
心
。
二
因
と
は
欲
界
智

不
相
応
心
を
指
す
。
不
善
と
は
愚
痴
心
を
除
い
た
不
善
心
。
観
は
得
ら

れ
ず
と
は
、
二
因
心
と
不
善
心
に
は
観
（
慧
）
は
無
い
か
ら
。
世
間
に

於
け
る
異
熟
と
は
欲
・
色
・
無
色
界
の
異
熱
心
。
愚
痴
根
と
は
疑
相
応

心
と
、
捨
倶
棹
挙
相
応
心
。
無
因
と
は
無
因
心
。
こ
れ
ら
に
は
増
上
は

生
起
し
な
い
。
且
．
ぐ
尉
目
も
．
ち
い
シ
巴
．
喝
＆
旨
ｌ
固
い
翫
由
》
し
ご
耳
．

も
も
．
四
四
Ｈ
１
四
四
蝉

届
の
ｌ
］
窓
受
の
相
応
に
つ
い
て
。

岳
の
善
異
熟
心
中
の
楽
倶
身
識
と
苦
倶
身
識
を
指
す
。

昌
雪
喜
倶
推
度
心
・
喜
倶
笑
起
心
、
欲
界
の
不
善
・
善
・
異
熟
・
唯
作

各
四
の
喜
倶
心
・
色
界
・
出
世
間
の
初
ｌ
第
四
禅
心
。

届
、
四
号
日
四
国
開
悶
百
画
は
Ｂ
本
３
日
四
口
四
躬
葛
昌
国

］
麗
邑
冒
国
○
四
冨
眉
爵
匡
ご
巴
鳥
目
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
㈲
勘
ｏ
名
勵
副
呂

》
も
①
汽
丙
面
脚

］
認
憂
倶
は
不
善
心
中
の
憂
倶
瞑
志
相
応
有
行
心
と
同
無
行
心
。
そ
の

他
の
全
て
に
於
け
る
五
十
五
と
は
、
不
善
心
中
の
六
、
善
・
不
善
の
眼

ｌ
舌
識
の
八
、
善
・
不
善
の
領
受
心
・
推
度
心
の
四
、
五
門
・
意
門
転

向
心
、
欲
界
善
・
異
熟
・
唯
作
各
四
の
捨
倶
心
・
色
界
三
・
出
世
間
八
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の
第
五
禅
心
、
十
二
の
無
色
界
心
の
合
計
。
旦
．
シ
三
扇
白
目
』
っ
旨
．

扇
胄
昌
圏
目
一
国
団
は
Ｂ
本
冒
圃
め
一
国

房
④
八
種
と
は
、
身
識
の
善
異
熟
と
不
善
異
熟
、
推
度
心
、
笑
起
心
、

十
六
の
欲
界
喜
倶
心
、
初
ｌ
第
四
禅
心
、
憂
倶
心
、
捨
倶
心
の
八
種
。

｝
」
の
偶
後
半
と
次
偶
は
、
以
上
因
、
禅
支
、
道
支
、
食
、
根
、
力
、
増

上
、
受
の
心
と
の
相
応
・
不
相
応
に
つ
い
て
の
あ
と
が
き
。

こ
］
以
下
画
ｇ
ま
で
摂
菩
提
分
に
つ
い
て
。
劃
如
日
．
に
於
て
は
、
弓
＆
認

ｌ
可
臼
に
解
説
。

胃
筥
ご
日
射
巴
３
日
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
に
昌
尉
閨
百
日

浮
田
ｌ
昌
罵
念
処
に
つ
い
て
。

シ
ｇ
い
，
「
四
念
処
は
、
身
随
観
念
処
・
受
随
観
念
処
・
心
随
観
念
処

。
法
随
観
念
処
」
「
四
念
処
は
一
つ
の
正
念
で
あ
る
。
」

ぐ
訪
日
・
「
そ
れ
ぞ
れ
の
所
縁
に
出
入
し
て
起
る
か
ら
（
眉
鼻
菩
習
鼻
○
）

処
（
目
鼻
菩
習
国
）
で
あ
る
。
念
即
ち
処
で
あ
る
か
ら
念
処
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
は
身
・
受
・
心
・
法
に
於
け
る
不
浄
・
苦
・
無
常
・
無
我

の
行
相
を
捕
え
る
も
の
、
ま
た
浄
・
楽
・
我
・
常
の
想
を
捨
断
す
る
も

の
と
し
て
転
起
す
る
か
ら
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
故
四
念
処
と
言

わ
れ
る
。
９
．
シ
ウ
ヲ
『
．
や
隠
跨

ご
全
）
圃
目
ロ
四
。
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
冨
園
一
画
。

忌
吟
ｏ
四
国
号
富
国
ｐ
ご
弓
蝕
口
目
圃
冨
は
Ｂ
本
四
コ
目
富
ロ
ロ
ロ
弓
曽
目
。
ご

く
四

昌
程
Ｉ
ご
画
正
勤
に
つ
い
て
。

后
ら
）
己
菩
習
騨
ゴ
ロ
も
乱
号
、
□
ご
蛍
は
Ｂ
本
、
Ｓ
本
共
に
己
秒
画
習
習
ロ
マ

宅
画
（
一
四
口
評
冒
四

シ
冒
切
「
四
正
勤
は
耐
已
起
諸
悪
捨
断
の
た
め
の
精
進
、
未
起
諸
悪

不
起
の
た
め
の
精
進
、
未
起
諸
善
生
起
の
た
め
の
精
進
、
已
起
諸
善
増

大
の
た
め
の
精
進
。
」

言
の
目
「
こ
れ
を
も
っ
て
勤
め
る
か
ら
勤
で
あ
る
。
良
い
勤
が
正
勤

で
あ
る
。
又
は
こ
れ
を
以
て
正
し
く
勤
め
る
か
ら
正
勤
で
あ
る
。
又
は
、

こ
れ
は
煩
悩
の
醜
さ
が
な
い
か
ら
美
し
く
、
利
益
・
安
楽
を
生
じ
さ
せ

る
と
い
う
意
味
で
最
勝
の
状
態
を
も
た
ら
す
か
ら
、
ま
た
優
れ
た
状
態

に
す
る
か
ら
勤
で
あ
り
、
そ
れ
故
正
勤
で
あ
る
。
｝
」
れ
は
精
進
の
同
義

語
で
あ
る
。
こ
れ
は
已
起
・
未
起
の
不
善
の
捨
断
・
不
生
起
の
作
用
、

已
起
の
善
の
生
起
・
増
大
の
作
用
を
な
す
か
ら
四
種
で
あ
る
。
そ
れ
故

四
正
勤
と
言
わ
れ
る
。
」
９
．
シ
亘
貝
『
・
壱
隠
切

岳
②
神
足
に
つ
い
て
。

シ
冒
切
「
四
神
足
は
、
欲
神
足
・
心
神
足
・
精
進
神
足
・
観
神
足
」

ぐ
匿
目
．
「
前
に
説
い
た
成
功
の
意
味
で
（
三
目
口
鼻
菩
の
冒
四
）
、
神
変
で

あ
る
。
そ
れ
と
相
応
す
る
か
ら
、
前
行
の
意
味
で
、
ま
た
果
と
な
る
か

ら
前
分
を
な
す
と
い
う
意
味
で
神
変
の
足
で
あ
る
か
ら
神
足
で
あ
る
。

こ
れ
は
欲
等
と
し
て
四
種
で
あ
る
。
そ
れ
故
四
神
足
と
言
わ
れ
る
。
た

と
え
ば
「
欲
神
足
・
精
進
神
足
・
心
神
足
・
観
神
足
と
い
う
四
神
足
が

あ
る
。
」
と
い
う
の
は
出
世
間
に
於
て
の
み
で
あ
っ
て
、
他
に
世
間
で

は
「
若
し
比
丘
が
意
欲
を
主
と
し
て
定
を
得
、
心
一
境
性
を
得
れ
ば
、

こ
れ
は
欲
定
と
言
わ
れ
る
。
」
な
ど
の
こ
と
ば
が
あ
る
か
ら
欲
等
を
主

と
し
て
得
ら
れ
た
法
で
あ
る
。
」
氏
．
シ
ｇ
ぐ
．
ロ
隠
切

昌
弓
五
根
・
五
力
に
つ
い
て
。

シ
ｇ
”
．
「
五
根
は
信
根
・
精
進
根
・
念
根
・
定
根
・
慧
根
、
五
力
は
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画
。
Ｈ
一
一
Ｌ

画
Ｃ
画
す
○

画
つ
い
一
二
雌

に
引
用

信
力
・
精
進
力
・
念
力
・
定
力
・
慧
力
。
」

ぐ
勝
己
．
「
不
信
・
椰
怠
・
放
逸
・
散
乱
・
昏
迷
に
打
ち
勝
つ
か
ら
、

勝
と
称
す
る
増
上
の
意
味
で
根
で
あ
り
、
ま
た
不
信
等
に
よ
っ
て
は
打

ち
敗
か
さ
れ
な
い
か
ら
不
動
の
意
味
で
力
で
あ
る
。
両
者
共
に
信
等
と

し
て
五
種
で
あ
る
。
そ
れ
故
五
根
・
五
力
と
言
わ
れ
る
。
」

具
．
Ｐ
ご
宮
ｑ
、
ロ
四
国
吟

乞
、
３
角
は
Ｂ
本
Ｓ
本
共
に
鼠
は

］
麗
○
鳥
四
開
旦
§
農
舛
ぽ
国
は
Ｂ
本
爵
四
開
鼻
砦
爵
庶
置
脚

］
闇
１
ｓ
の
覚
支
と
道
支
に
つ
い
て
。

シ
９
ｍ
．
「
七
覚
支
は
念
覚
支
、
択
法
覚
支
・
精
進
覚
支
・
喜
覚
支
・

軽
安
覚
支
・
定
覚
支
・
捨
覚
支
。
八
道
支
は
正
見
・
正
思
惟
・
正
語
・

正
業
・
正
命
・
正
精
進
・
正
念
・
正
定
。
」

ぐ
勝
冒
．
「
覚
る
衆
生
の
支
分
と
し
て
念
等
の
七
が
覚
支
で
あ
る
。
ま

た
出
離
の
意
味
で
正
見
等
の
八
が
道
支
で
あ
る
。
そ
れ
故
七
覚
支
・
八

支
聖
道
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
且
．
Ｐ
ｇ
ぐ
．
弓
．
闇
や
四
囲

ｇ
○
六
と
は
正
勤
・
神
足
・
根
・
力
・
覚
支
・
道
支
。
五
と
は
、
念
で

は
念
処
・
根
・
力
・
覚
支
・
道
支
、
慧
で
は
念
処
・
神
足
・
根
・
力
・

道
支
。
四
と
は
根
・
力
。
覚
支
・
道
支
。

西
日
二
と
は
根
・
力
。

巴
画
可
さ
目
目
は
Ｂ
本
・
目
目
鼻
○

四
ｓ
三
離
と
は
正
語
・
正
業
・
正
命
。
木
偶
は
缶
９
，
．
や
篭
』
臼
や
「

画
Ｅ
Ｃ
・
目
目
鼠
は
Ｓ
本
・
且
呂
の
四

画
置
十
四
と
は
、
念
・
精
進
・
欲
。
心
・
慧
・
信
・
一
境
性
・
喜
・
軽

安
・
受
・
尋
・
正
語
・
正
業
・
正
命
。
三
十
七
は
念
処
・
正
勤
・
神
足

の
各
四
祇
根
・
力
の
各
五
、
覚
支
の
七
、
道
支
の
八
の
合
計
。

シ
ｇ
“
．
．
正
念
が
四
念
処
、
同
じ
く
正
精
進
が
正
勤
と
言
わ
れ
た
。

欲
と
心
と
捨
と
、
信
と
軽
安
と
喜
と
、
正
見
・
思
惟
、
精
進
・
三

離
、
正
念
・
定
と
い
う
よ
う
に
、
自
性
か
ら
は
十
四
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
、
区
別
す
る
と
三
十
七
で
あ
り
摂
は
七
種
で
あ
る
。
思
惟
と
軽

安
と
喜
と
捨
と
欲
と
心
と
三
離
の

九
は
一
処
に
、
精
進
は
九
処
に
、

念
・
定
は
四
、
五
が
慧
、

信
は
二
処
に
あ
り
、
こ
れ
ら
三
十
七
法
の

最
勝
最
上
の
分
別
で
あ
る
。

出
世
間
に
は
全
て
が
あ
る
が
、
思
惟
・
喜
の
無
い
場
合
も
あ
り
、

Ｇ
目
に
相
当
）

世
間
に
は
六
清
浄
の
転
起
の
時
に
適
宜
に
あ
る
。
命
急
に
相
当
）
・
」

氏
．
ぐ
肘
冒
．
勺
＄
⑥
（
勺
砿
淵
固
目
）

画
Ｓ
１
，
号
目
ぐ
胃
昏
①
巨
は
Ｂ
本
い
：
園
唱
詐
冒
巨

邑
、
こ
の
偶
の
形
は
Ｈ
Ｐ
昏
○
且
冨
威

四
ｓ
こ
の
偶
の
形
は
８
号
Ｐ
５

園
ｇ
白
び
ロ
Ｐ
ご
砂
貝
口
は
Ｂ
本
ず
ぽ
四
ご
ゅ
具
岸

局戸
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